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研究実績 

の概要 

タウリンは硫黄を含むアミノ酸で、哺乳類の組織に高い濃度で含まれる。タウリンは白

色脂肪組織、肝臓、腎臓で活発に生合成され、生体の種々の生理作用に関与しているが、

肥満によりその生合成量が低下すると報告されている。タウリンを多く含む魚介類の摂取

により血中タウリンレベルは上昇し、脂質代謝異常や肥満を抑制するように作用するとの

報告もあるが、その詳細なメカニズムについては不明である。当研究室ではこれまで、瀬

戸内海で養殖されたマガキの特徴について研究する過程で他の地域で養殖されたマガキ

に比較して岡山産牡蠣のタウリン含有量が高いことを見出し、牡蠣を摂取することによる

タウリンの生理作用に興味を持った。タウリンは、コレステロールの代謝産物である胆汁

酸の構成成分として含まれ、コレステロールの体外排出に関与することから、タウリンの

摂取が高コレステロール血漿の改善に寄与するとして広く注目を集めているところであ

る。当研究室では食品成分の脂質代謝異常改善についてこれまで研究を行い、食酢の主成

分である酢酸に、脂質代謝異常や肥満、生活習慣病を予防・改善する作用があることを示

してきた。先行研究により、タウリンが欠乏すると運動持久力の低下や早期死亡を招くこ

とも示されているため、タウリンは骨格筋の正常な機能の維持に重要であると考えられ

る。本研究ではタウリンの機能性について検討することを目的とした。 

SDラットに34週から22週間、0.5％タウリンまたは1％タウリン（5日/週、5ml/㎏ BW）

を投与し、投与期間中のO2消費量、および自発運動量を測定した。その結果、ラットの老

化に伴い、対照群では33週齢の投与前の状態と比較して O2消費量が著しく減少したのに

対して、タウリン補給群は、O2消費の減少が抑制され、グルコース酸化が有意に増加して

いた。長期投与後、1％タウリン群における小腸および腎臓では、組織中タウリン濃度が

有意に増加した。長期のタウリン補給により老化によるエネルギー消費の減少が軽減でき

ると示唆された。 
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